




























































































































































































































のNPO法人アサザ基金（代表 飯島 博 氏）と連携
し、来年度から新たな試みも考えています。
６．活動の副産物 純米吟醸「草木谷のしぶき」
　これまで、小学生に米作りを体験してもらう「田
んぼの学校」を行ってきましたが、「大人にも活
動に参加する楽しみを」との声を受け、平成21年
５月から地域住民と共に田植えや稲刈りを行い、
加えて下流の八郎湖の浄化のために減農薬で酒米
づくりにも挑戦しています。
　収穫した酒米は、五城目町の福禄寿酒造（社長
渡邉康衛 氏）で純米吟醸「草木谷のしぶき」と
いう“草木谷”の名を入れたお酒に生まれ変わり、
地場産業の活性化にも一役を担わせて頂いており
ます。
　毎年蔵開き頃、新酒披露会を開催し参加者たち
は新酒が詰められた酒瓶に、自分たちの手でラベ
ルを張って最後の仕上げを行い、コップについで
豊かな香りと味の新酒を楽しみます。
　私たちのお酒はスタイリッシュな飲み方として
のジャンルに入り、とても飲みやすくマイルドで
フルーティーに仕上がって高級感のある味で、女
性にも人気のあるお酒です。
　自分たちで育てた米から酒を造るという、大人
ならではの農業と食の楽しみ方は面白いと思いま
す。自宅ではできない酒造りを、材料から本格的
に育てるということで出来上がった時の達成感や
喜びは格別です。
　こうした取り組みが広がれば休耕田や休耕地の
活性にもつながり、環境に対する姿勢や考え方も
変わるのではないでしょうか。
　「この酒を通じ、草木谷や八郎湖の再生に少し
でも関心を持ってほしい」これが私たちの思いで
す。
７．肩肘はらず、息の長い活動を
　「環八郎湖・水の郷創出プロジェクト」に参加
したことで私たちには、上流部としての意識変化
を与えてくれました。案ずるより産むがやすし…
重く受け止めず気楽に息の長い取り組みを目指し
ていこうと思います。
　皆さまから感謝の気持ちをいただくことがあり
ますが、逆に感謝したい気持ちでいっぱいです。
「環八郎湖・水の郷創出プロジェクト」の趣旨を
ご理解いただき、１年を通して「草木谷を守る会」
の重要な活動に、若いひとから県外の方など幅広
く参加していただき、汗を流し、活動を後押しし
てくれています。
　また一昨年から、草木谷を守る会のフェイス
ブックページを開設し、若い人たちや他団体との
情報交換を深めてきました。今後も、環境学習に
おける里山保全・八郎湖水質改善に向けて、これ
からも肩肘はらずに地域活性化のために取り組ん
でいきたいと思います。
　草木谷を守る会のメンバーは年々、年齢層が高
くなっていきますが、私たちは私たちなりにモチ
ベーションを高め、地域ハンディーを乗り越え
て、環境学習・地域活性化に向けて活動し、谷津
田（草木谷）も八郎湖もきれいにして次世代にバ
トンタッチしていきたいと思っております。
　今後は、都会の人たちとの交流や、草木谷でし
かできない住民との交流やふれあいが楽しめ、ス
ローライフを体験できる滞在型の観光を提案して
いきたいと思っておりますので、「草木谷を守る
会」をどうぞよろしくお願いいたします。
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